ＧＣ研究懇談会2013年度事業報告

5月31日　 ：「第324回 ガスクロマトグラフィー研究会」－講演会－


講演テーマ「GC・GC/MS関連の最新技術と情報」（薬業健保会館）
8月1,2日　：第325回、SS2013研究発表会・特別講演会「反応ガスクロマトグラフィーを用いた有機標準物質の特性値の新規決定方法ー国際単位系にトレーサブルな値付けをより簡単に行うことを目指して」（産総研）渡邉卓朗（都産業技術研究センター）
8月7,8,9日：第19回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会(麻布大学)

8月22-25日 :「日中韓シンポジウム」主催（福岡・長崎）60周年記念事業

9月6日    ：第326回JASISコンファレンス2013講習会（幕張メッセ）

9月20日   ：第327回 日本分析化学会第61年会・講演会「プレート型カラムを用いた小型マルチカラムGCシステムの開発」（株式会社島津製作所）上田雅人（近畿大学）

12月6日   ：「第328回 ガスクロマトグラフィー誕生60周年記念講演会・表彰式
講演テーマ「世界のガスクロマトグラフィーと応用分野の発展に寄与する最新技術」60周年記念事業（北とぴあ）

2月6日　　：第329回ガスクロマトグラフィー研究会－総会と研究会－
講演テーマ「GC，GC/MSのための前処理技術」（薬業健保会館）
地方での活動開始：講演会（北九州、関西）、講習会、研究会等

【特別事業計画】

　アーカイブ：ガスクロマトグラフィー研究懇談会50年・300回の歩み、ガスクロマトグラフィー創設60周年記念事業

　国際交流（中国、韓国）

「第324回 ガスクロマトグラフィー研究会」－講演会－


講演テーマ「GC・GC/MS関連の最新技術と情報」

2013年5月31日、薬業健保会館

１．講演会
開会の挨拶　 　（(独)産業技術総合研究所）前田恒昭
技術講演１　試料導入・前処理・応用
１．DHSによるMulti-Volatile Methodと多次元GC-MSを用いた匂い分析 
　初級講座　－GCの前処理－も含む 　　　　　　　　　　　（ゲステル㈱）落合伸夫
２．タンデム小型炉を直結した触媒探索GC/MSシステムの開発と瞬時触媒評価法への試み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（フロンティア・ラボ㈱）渡辺　壱 
３．かおり・匂い迅速測定のためのオンラインGC/MS接続可能な低温濃縮器の有効性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（有）ピコデバイス）津田孝雄
４．オンラインHPLC-SPE-GC/MSシステム　　 （㈱アイスティサイエンス）佐々野僚一
５．GCのための自動前処理装置の紹介 　　（アジレント・テクノロジー㈱）高桑裕史
技術講演２　試薬･ソフト・分離・カラム接続テクニックなど
６．金属フェラルSilTiteを用いたGC, GC/MSにおけるキャピラリーカラムの最新接続手法
　初級講座　－カラム接続の基礎－も含む 　　　　　　　(SGE Japan Inc.)藤井大将
７．安定同位体試薬の可能性 　　　　　　　　　　　　　　（大塚製薬㈱）藤峰慶徳
８．"超極性"と"高耐熱"を実現する新液相のイオン液体カラム 
　　 　　　　　　　　　　　　　　　(シグマ アルドリッチ ジャパン(同))西島宏和

技術講演３　検出器
９．物質解析に有効な光イオン化を用いたガスクロマトグラフ質量分析計の紹介
　初級講座　－GC/MSの基礎－も含む 　　　　　　　　　　　　(日本電子㈱)大川 真
10．LECO GC-TOFMSの新技術 　　　　　　　　　　　 （LECOジャパン(同)）樺島文恵
11．最新技術　バリア放電イオン化検出器の紹介
　初級講座　－GC検出器の基礎－も含む　　　　　　　　（（㈱島津製作所）武知　亮

参加者　約130名
「第325回ガスクロマトグラフィー研究会」セパレーションサイエンス2013（SS2013）
2013年8月1,2日　都立産業技術研究センター
講演テーマ「安全安心と快適を支える分離と検出の科学」
－特別講演－
「反応ガスクロマトグラフィーを用いた有機標準物質の特性値の新規決定方法ー国際単位系にトレーサブルな値付けをより簡単に行うことを目指して」（産総研）渡邉卓朗
「第19回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会」
2013年8月7日～9日
基礎と応用（アプリケーション） 　―今年のアプリケーションテーマは食品分析―
１日目(8月7日)　－講義－
１　「キャピラリーガスクロマトグラフィーの基礎理論」
保母　敏行　東京都立大学名誉教授
２　「キャピラリーガスクロマトグラフィーにおけるカラム、試料注入法」
和田　豊仁　（株）島津製作所
３　「ガスクロマトグラフィーにおける試料前処理法、導入法、装置」
安藤　晶　ジーエルサイエンス（株）
４　「ガスクロマトグラフィーにおける検出器の原理と使用法」
杉田　和俊　(株)三菱化学アナリティック
５　「GC/MSの基礎と応用例」
中村　貞夫　アジレント・テクノロジー（株）
６　「マススペクトル解析の基礎」
秋山賢一　（一財）日本自動車研究所
２・３日目　8月8日・8月9日）　－実習－
4グループに分かれ4テーマを実施　1テーマ／半日
テーマ１：試料注入法　（注入法の選択と条件の設定）
テーマ２：分離の最適化（カラムの選択と各種条件の設定）
テーマ３：試料の前処理法（メタボロミクスのための誘導体化、食品中の有機酸・アミノ酸・糖等）
テーマ４：GC/MS（食品分析の実際、食品関連農薬と食品の香気成分）
参加30名
「日中韓シンポジウム」主催と事務局（60周年記念事業）
2013年8月22～25日　九州大学・長崎国際大学、ASIANALYSISⅫの特別シンポジウムとして開催
参加者：日本63名、韓国14名、中国22名
「第326回ガスクロマトグラフィー研究会」JAIMAセミナー（JASISコンファレンス）
2013年9月7日　幕張メッセ国際会議場
講義テーマ「これであなたも専門家―ＧＣ編」
「キャピラリーカラムと、その試料導入法－やさしい基礎理論と間違いない選び方－」

安藤　晶　　ジーエルサイエンス（株） 
ガスクロ初級講座「GC,GC/MS導入時の注意点」　　　秋山　賢一　（一財）日本自動車研究所 
「目からウロコのGC理論－これであなたも専門家－」

杉田　和俊（株）三菱化学アナリティック
参加者　約150名
「第327回ガスクロマトグラフィー研究会」－日本分析化学会第62年会－
2013年9月11日（水）　近畿大学
「プレート型カラムを用いた小型マルチカラムGCシステムの開発」





　　（株式会社島津製作所）上田雅人
参加者　約40名
「第328回 ガスクロマトグラフィー誕生60周年記念講演会・表彰式」
講演テーマ「世界のガスクロマトグラフィーと応用分野の発展に寄与する最新技術」
2013年12月6日（金）　北とぴあ
１．講演会
開会の挨拶とガスクロマトグラフィー60年の歩み（(独)産業技術総合研究所）前田恒昭
技術講演１　食品・香料、メタボロミクス、材料分析等（受賞講演）
１．クロマトグラフィーと共に歩んだ50年　　　　　　　（日本分析工業）大栗直樹

２．食品中残留農薬分析におけるGC/MSのマトリックス効果について
（アジレント・テクノロジーズ）杉立久仁代

３．食品香気分析における最新の試料前処理・導入技術と多次元GC/MS
（ゲステル）笹本喜久男

４．ビールの香気成分解析～においのおいしさへの寄与～　　（アサヒビール）鰐川彰

５．SPMEとその応用例　　　　　　　　　　　　　　（シグマアルドリッチ）西島宏和

６．加熱脱着GC/MSによる食品の揮発性成分分析
（サーモフィッシャーサイエンティフィック）山本五秋

７．ヒトの香り・匂いと食べ物（バラの香り、疲労臭、加齢臭）・体調（健康、ダイ
エット、糖尿病、パーキンソン病）　　　　　　　　　　　（ピコデバイス）津田孝雄
技術講演２　環境・発生源、工程管理等（受賞講演）
１．大気中の揮発性から不揮発成分の測定課題と分析技術の開発
（ジーエルサイエンス）今中努志

２．ガスクロマトグラフを用いた環境分析　　　　　　　　（MCエバテック）杉田和俊

３．反応ガスクロマトグラフィーを用いた国際単位系にトレーサブルな有機混合標準物質の供給方法 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （産総研）渡邉卓朗

４．GC/MS用全自動同定・定量データベースの開発と環境への応用
（北九州市立大）門上希和夫

５．GC/MS状態評価用ソフトウエアの開発 

　　　　（西川計測）山上 仰

６．胃袋型インサートを備えたGC注入口装置による環境分析への応用
（アイスティサイエンス）佐々野遼一
技術講演３　試薬・装置と応用（受賞講演）
１．ヘリウムプラズマイオン化検出器の紹介　　　　（ジェイサイエンスラボ）藤田　修

２．バリア放電イオン化検出器の紹介 　　　　　　　　　　　（島津製作所）武知 亮

３．SpiralTOF型イオン光学系を採用したMALDI-TOFMSの紹介　（日本電子）草井明彦

４．半導体ガスセンサのガスクロへの応用について　 　 　（エフアイエス）田中克之

５．扁平(SQ)金属キャピラリーカラムの開発　　　　（フロンティア・ラボ）鄭 甲志

６．ガスクロマトグラフィー分析用試料前処理デバイスの開発と応用
（山梨大学）植田郁生 

２．来賓挨拶・表彰式
来賓挨拶、奨励賞、研究功績賞、技術功績賞、貢献賞各賞授与式

参加者　約180名
「第329回 ガスクロマトグラフィー研究会」－総会と研究会－
主題「GC,GC/MSのための前処理技術」
2014年2月7日（金）　薬業健保会館6F　講堂
招待講演

気相（抽出）濃縮法とGC/MSへの試料導入法について（ガスクロマトグラフィー奨励賞講演）
-Tenaxの特性と最新捕集材の利用法及びストリッピング抽出法などー
　　　　　　　　　　（ジーエルサイエンス）武井義之

主題講演

新モードの各種固相前処理と効果　　　　　　　　　　　　　（シグマアルドリッチ）西島宏和

技術講演

１．EG-Silicone Twister を用いたMulti SBSEによる飲料中香気成分の分析（仮題）   

 （ゲステル）神田広興
２．農薬分析のための前処理最新技術             

 （アジレント・テクノロジー）山下和之
３．高分子材料分析のための前処理における多機能熱分解装置の有用性

（フィロンティア・ラボ）　渡辺壱

４．固相抽出シリンジMEPSとデジタルシリンジeVolを組み合わせた簡易/迅速前処理手法の紹介







（エス・ジー・イージャパン）　藤井大将
５．ヘッドスペースサンプラー TriPlus 300を用いたGC-MS分析例の紹介
（サーモフィッシャーサイエンティフィック）山本五秋

特別講演





Automated sample preparation for all laboratories and a new approach to SPE

（Dawes Scientific Group）　Peter Dawes

閉会の挨拶

　　

　　　　　　（(独)産業技術総合研究所）前田 恒昭

ＧＣ研究懇談会2014年度事業計画（案）
5月頃
：「第330回 ガスクロマトグラフィー研究会」－講演会－


講演テーマ「食と健康・安全を支えるガスクロ分析」

8月6,7,8日
：第20回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会(麻布大学)

8月22-26日
:「日中韓シンポジウム」支援（中国・瀋陽）

9月3-5日
：SS2014研究発表会、特別講演会（第331回）（幕張メッセ）

9月3-5日(半日)
：JASISコンファレンス、JAIMAセミナー講習会(第332回)（幕張メッセ）

9月17～19日
：「第333回 日本分析化学会第63年会 広島大学 講演会」

12月頃
：「第334回 特別講演会、講演テーマ未定」

2015年2月頃
：「第335回 総会と講演会、講演テーマ未定」

地方での活動開始：講演会（北九州、関西）、講習会、研究会等

【特別事業計画】

　アーカイブ：ガスクロマトグラフィー研究懇談会50年・300回の歩み、ガスクロマトグラフィー創設60周年記念事業

　国際交流（中国、韓国）

